
二
〇
一
九
年
一
二
月
六
日

一

徹

に

ク

レ

ー

ン

車

首

を

冬

天

へ

菜

　々　

ゴ
ト
ゴ
ト
と
蜜
柑
ト
ロ
　ッ　
コ
坂
下
る

智

恵

子

風

邪

の

床

碗

一

杯

の

重

湯

か

な

素

秀

つ

く

づ

く

と

光

陰

早

し

木

の

葉

髪

宏

虎

煮
上
が
つ
て
筋
の
透
け
た
る
だ
い
こ
か
な

た

か

子

二
〇
一
九
年
一
二
月
五
日

何
は
と
も
あ
れ
書
き
出
し
て
年
用
意

た

か

子

冬
ぬ
く
し
舞
台
に
ぐ
り
と
ぐ
ら
十
人

な

つ

き

老

の

杖

運

び

皇

居

の

小

春

坂

な

つ

き

力

石

お

し

や

べ

り

し

さ

う

宮

小

春

よ

う

子

二
〇
一
九
年
一
二
月
四
日

切

干

の

反

り

は

じ

め

た

る

冬

日

向

満

天

筋
塀
に
ア
ー
ト
の
ご
と
く
冬
も
み
ぢ

は

く

子

老

松

へ

し

ぶ

く

岬

の

冬

怒

濤

宏

虎

天

蓋

の

紅

葉

明

か

り

や

切

り

通

し

智

恵

子

二
〇
一
九
年
一
二
月
三
日

拭
き
あ
ぐ
る
窓
い
つ
ぱ
い
に
小
春
空

や

よ

い

空

谷

へ

一

瀑

落

し

山

眠

る

宏

虎

二
〇
一
九
年
一
二
月
二
日

絵
馬
は
み
な
子
ど
も
ら
の
夢
七
五
三

な

つ

き

眼

鏡

橋

宙

に

浮

く

ご

と

冬

の

靄

愛

正

後

部

席

占

領

し

た

る

大

根

か

な

こ
す
も
す

五

行

川

遡

上

の

鮭

の

跳

ね

る

音

智

恵

子

折

箱

に

整

列

し

た

る

富

有

柿

せ

い

じ

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
日

桜

島

噴

煙

高

く

冬

ぬ

く

し

明

日

香

玻
璃
戸
拭
く
小
春
の
雲
に
触
れ
も
し
て

や

よ

い

拭
き
あ
げ
て
玻
璃
戸
に
余
る
冬
日
か
な

や

よ

い

上

り

下

り

幾

度

京

の

紅

葉

狩

う

つ

ぎ

木

の

葉

髪

年

金

記

事

を

見

逃

さ

ず

な

つ

き

冬

晴

れ

に

弾

む

庭

師

の

鋏

か

な

菜

　々　

二
〇
一
九
年
一
一
月
三
〇
日

軒

に

吊

る

干

柿

簾

へ

と

夕

陽

三

刀

夕
映
え
の
空
に
冴
え
冴
え
匕
首
の
月

は

く

子

匕
首
の
月
凍
つ
る
触
れ
な
ば
折
れ
な
ん
と

明

日

香

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
九
年
一
二
月
八
日
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